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な
文
章
も
登
場
す
る
。

　

し
か
し
そ
れ
ら
は
す
べ
て
錯
誤
。

　

山
主
の
森
林
へ
の
投
資
は
リ
タ
ー
ン
を
生
ま

ず
、慢
性
的
な
赤
字
。補
助
金
で
息
を
つ
い
て
い

る
が
、
赤
字
幅
は
拡
大
、
産
業
と
し
て
は
成
り

立
っ
て
い
な
い
。
価
格
の
低
迷
を
量
で
補
う
た

め
に
木
材
生
産
量
は
増
え
る
が
、
販
路
や
用
途

が
拡
大
し
て
い
な
い
の
で
、
木
材
は
余
り
、
価

格
下
落
の
悪
循
環
。
価
格
下
落
で
輸
出
が
増
え

る
。
質
で
は
な
く
、
価
格
を
理
由
と
す
る
輸
出

拡
大
は
産
業
の
劣
化
を
も
た
ら
す
。

価
格
の
低
迷

　

国
産
材
は
安
い
の
だ
。
林
業
で
は
暮
ら
せ
な

い
く
ら
い
安
い
。
し
か
し
消
費
は
拡
大
し
て
い

な
い
。木
造
の
家
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。そ
も

そ
も
空
き
家
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
住
宅

需
要
も
低
迷
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は

ど
う
か
。
発
電
所
建
設
は
目
白
押
し
。
し
か
し

木
質
の
燃
料
は
九
五
％
が
輸
入
な
の
だ
。
枝
打

ち
、
間
伐
な
ど
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で

出
る
端
材
は
限
ら
れ
て
い
る
。
本
当
は
家
の
柱

に
な
る
よ
う
な
用
材
も
燃
や
さ
れ
て
い
る
。
産

業
の
プ
ラ
イ
ド
も
失
わ
れ
て
い
る
。

林
政
の
悲
惨

　

林
業
政
策
は
も
っ
と
ひ
ど
い
。
森
林
・
林
業

白
書
は
統
計
で
嘘
を
付
き
、
林
政
担
当
者
は
山

を
知
ら
な
い
。「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」（
と
い

う
合
法
木
材
利
用
推
進
の
た
め
の
法
律
）
が
典

型
的
な
ザ
ル
法
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
国
立
競

技
場
建
設
で
も
違
法
伐
採
木
材
が
使
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

　

著
者
が
「
絶
望
」
す
る
の
も
無
理
が
な
い
。

　

か
す
か
な
希
望
を
見
出
す
た
め
に
、
著
者
は
、

か
つ
て
の
吉
野
（
奈
良
県
）
林
業
を
紐
解
き
、ス

イ
ス
の
森
を
見
、
篤
林
家
と
対
話
す
る
。
北
海

道
中
川
町
、
宮
崎
県
諸
塚
村
。
結
論
は
控
え
め

だ
。
画
一
的
な
手
法
を
希
望
と
掲
げ
た
途
端
陳

腐
化
す
る
。
林
業
も
森
林
と
同
じ
に
多
様
性
に

満
ち
て
い
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
。
木
種
も
経

営
も
多
角
的
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
シ

ン
プ
ル
だ
け
ど
深
い
結
論
。

評
者 

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

森
林
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

著
者
は
自
ら
を
「
森
林
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」

と
称
す
る
。
森
林
は
、
生
物
、
土
壌
、
水
、
気

象
、
社
会
に
関
わ
っ
て
文
化
、
経
済
、
政
治
の

総
合
的
舞
台
だ
。

　

戦
後
植
林
さ
れ
た
人
工
林
は
五
〇
年
以
上
を

経
て
大
き
く
育
っ
た
。
国
産
材
の
伐
採
量
も
増

え
て
い
る
。
何
よ
り
も
木
材
自
給
率
が
急
上
昇
。

間
伐
材
の
利
用
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
木
材
輸

出
の
急
増
。「
日
本
の
山
は
宝
の
山
に
な
っ
た
」

と
、
本
号
の
特
集
を
見
透
か
さ
れ
て
い
る
よ
う

『
絶
望
の
林
業
』
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